


日本聾史学会 

 

２０年の歩み 
 

会 長 ： 内 田 博 幸 



第１回 京都大会 

1998（h20）年11月3日 

「ろう者の歴史を考える集い」 

発起人代表：那須英彰、 

伊藤政雄、米内山明宏、 

藤平淳一、信田光宣ら・・・ 
  

 



名称について 

参加者からのご意見により 

『日本聾史学会』 として 

発足し、組織や役員選出、 

事業計画などが承認されました！ 

 

  

 



初代会長：伊藤政雄先生 

（現・名誉会長）をはじめ、 

２代：桜井強氏、3代：當間正敏氏、
そして元・前運営委員の皆様、 

会員の皆様よりご指導を賜わり、 

現在に至ります。 

 

  

 



会長を中心に副会長、事務局長、 

会計部、企画部、広報部の他、 

会計監査などをおき、 

年数回の運営委員会、 

毎年研究大会及び定期総会、 

「聾史会報」発行などの他、 

懇親会、聾史セミナー、聾史探訪など
が行われています。 

  

 



「聾史会報」の発行 

佐藤 聖→内田博幸→新谷嘉浩→ 

中根清隆→長尾充恒→辻久 孝 



日本聾史学会の運営委員 



運営委員会の会議 

研究大会準備の会議 



毎年、定期総会の開催 



第４回研究大会 in 松本 









第８回長岡大会 



第９回札幌大会 













特別企画：小平邦幸氏の講演 

in 群馬県伊香保温泉 



聾史セミナー：鈴村博司氏の講演 

in 全国手話研修センター 



聾史研究発表 



東京大会：東京盲唖学校跡地記念碑 



書籍販売（報告書、聾史研究） 



２０１７年度：日本聾史学会の会員状況 







終 
ご清視（清聴） 

ありがとうございました！  


